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＜あらまし＞ 本原稿では，女子及びジェンダーマイノリティの大学生・大学院生（以下，

女子学生）によるプログラミングの学習が，プログラミングの動機づけにどのように影響

するのかを検討することを目的に調査を行った．女子学生を対象に２週間のプログラミン

グのコース（Waffle College エントリーコース）を実施し，コース実施前後に期待-価値モ

デルを適用した，プログラミングの動機づけに関する質問紙調査を行った．その結果，成

功期待，実践的利用価値が有意に増加し，心理コストが有意に減少した．また機会コスト

は有意に増加したことが示された． 

＜キーワード＞ ジェンダーギャップ プログラミング 大学生 動機づけ  

1. はじめに 

人工知能（AI）や IoTなど情報化の進展が

著しい社会において，コンピュータサイエン

ス（CS）を学ぶことの重要性が浸透しつつ

ある．日本においても，2020 年度から各学

校段階で順次導入された学習指導要領におい

て，初等中等教育を通してプログラミング教

育の充実が図られ，全ての大学生が数理・デ

ータサイエンス・AI 教育の基礎的な能力を

身につけることが求められている． 
このように全ての児童生徒，学生が CS の

基礎を学ぶことが期待されているものの，日

本では，大学の学部選択や職業選択などの進

路選択において，CS を含む科学，技術，工

業，数学（STEM）分野分野におけるジェン

ダーギャップが著しい．例えば OECD 
(2022)によると女性の STEM 分野の卒業生

の女性の割合は 17％であり，これは OECD
加盟国の中で最低である．さらに，日本の高

等機関の STEM 分野入学者に占める女性の

割合は，自然科学・数学・統計学分野では

27％，工学・製造・建設分野では 16％であ

る．この数字も OECD 加盟国中最低である

(OECD 2021)． 
このような背景から，STEM 分野のジェ

ンダーギャップは政策の中で重要視されつつ

ある．例えば分野内閣府の総合科学技術・イ

ノベーション会議では，理数系の学びに関す

るジェンダーギャップの解消が取り組むべき

政策の一つとして掲げられ，その背景として

女子の理系離れが示されている (内閣府
2022)． 

STEM 分野のジェンダーギャップは政策

として重要視されている分野であるものの，

その研究に関しては，日本においては，理科

や算数・数学に関する実績があるものの，情

報分野の研究はまだ多くない (小田ほか 
2023)．情報分野においても，ジェンダーギ

ャップの解消に資する研究や実践の蓄積がな

ければ，情報分野の女性の進路選択の可能性

が狭め続けられることになる．また情報分野

の社会実装において女性の観点が活かされに
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くいというリスクも懸念される． 
さらに，大学生にとって，進路選択は生涯

において重要な意味を持っているため(横山
2009)，不安や葛藤を伴う過程である．例え

ば，日本学生相談学会の調査では，過去３年

間で増加している相談内容の一つとして進

路・就職が挙げられ，大学，短期大学，高等

専門学校の３学校種の割合の平均は 47.8%に

上る(杉江ほか 2022)．また，進路選択と学習

の動機づけの関係性に関する研究はこれまで

も多く行われてきており，その関係性が示さ

れている（例えば，楠奥ほか 2023) 
そこで本原稿では，情報分野のジェンダー

ギャップの解消に資するため，女子及びジェ

ンダーマイノリティの大学生・大学院生（以

下，女子学生）によるプログラミングの学習

がプログラミングへの動機づけにどのように

影響するのかを検討することを目的とした． 
 

2. 研究方法 

2.1. 対象者と実施時期 

調査対象は特定非営利活動法人 Waffle
（以下，Waffle）が実施する女子学生を対象

とした，Waffle College エントリーコース

（以下，コース）の参加者とした．コースの

期間は 2023 年５月 15 日から５月 27 日であ

った．参加者は所属大学での告知や Waffle
のウェブサイト，SNS 等から自主的に応募

し，複数大学から参加した． 
 

2.2. 調査手続き 

コースでは，平日の夜に 1.5時間，土日に

7 時間の講義への参加が求められ，コースの

参加条件として Progate （ https://prog-
8.com/）の HTML/CSS 初級編を修了するこ

とが求められた．コースの中には，ブロック

プログラミングを使ったアプリの開発，

HTML と CSS を使ったポートフォリオの作

成に関する授業が約 10 時間，ハッカソンが

約 8.5時間分含まれた．他にもジェンダー講

座，ビジネス講座，キャリアトーク，卒業発

表会が講義として含まれた．さらに，授業時

間以外にも参加者は自発的に課題に取り組ん

だ． 
参加者 38 人を対象に，コースの開始時と

終了後に質問紙調査を実施した．得られた回

答のうち，回答に不備がなく，実施前と後の

両方に回答している 31 名を分析の対象とし

た． 
 

2.3. 調査項目 

調査項目には，フェイス項目と学習の動機

づけに関する項目の２種類を設けた． 
フェイス項目では，これまでのプログラミ

ング経験とその内容（事前調査のみ），授業

時間以外の１日あたりの平均の課題の取り組

み時間（事後調査のみ）を確認した． 
学習の動機づけに関する項目（事前・事後

調査）では，進路選択につながる学習の動機

づけに関する理論的な枠組みの一つである，

Eccles の期待−価値モデル(Eccles 1983)を適

用した．解良・中谷 (2019)によると，この

モデルのうち，成功への期待（以下，成功期

待）は，現在または今後行う予定の課題につ

いて自分がどれだけうまくできるかという信

念を指す．また課題価値は，個人にある課題

をやりたいと思わせる質的な側面である．課

題価値は多面的な概念であり，課題をするこ

との楽しさや面白さを表す興味価値，課題に

取り組み成功することが望ましい自己像につ

ながるという認知を表す獲得価値，キャリア

や日常における有用性を表す利用価値がポジ

ティブな側面として提案されている(解良・ 
中谷 2019)．一方，ネガティブな側面として，

成功のために必要な努力量である努力コスト，

価値付けしている別の課題に使える時間を当

該課題に費やすと認識する機会コスト，失敗

した時に恥ずかしいと感じる心理コストが提

案されている(解良・中谷 2019)． 
Eccles の期待−価値モデルの成功期待に関

する尺度として原田ほか (2019)は中学生の

理科の観察・実験に対する自己効力感の尺度

を作成している．成功期待に関しては，多く

の先行研究において自己効力感が指標として

用いられる(原田・草場 2021)ことから，本

原稿においては，原田ほか (2019)の自己効

力感の尺度を適用することとした．原田ほか 
(2019)の尺度に合わせて，「全く当てはまら

ない（１点）」から「非常によく当てはまる

（６点）」の６件法で測定，合計６項目とし
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た（付録１）．質問項目では，本原稿の目的

に合わせて，「理科の観察・実験」を「プロ

グラミングの学習」に変更した． 
Eccles の期待−価値モデルのポジティブな

側面の課題価値に関する尺度として解良・ 
中谷(2014)の研究が挙げられる．解良・中谷

(2014)は，Eccles による３つの側面の提案を

もとに，中学生の理科を対象として質問紙調

査の結果をもとに探索的因子分析を行い，実

践的利用価値，制度的利用価値，興味価値，

獲得価値の４因子を採用した．本原稿では，

解良・中谷(2014)の４因子をポジティブな課

題価値に関する尺度として適用することとし

た．解良・中谷(2014)の尺度と合わせて，

「全くあてはまらない（1 点）」から「とて

もあてはまる（５点）」の５件法で測定，合

計 13項目とした（付録１）．質問項目では，

本原稿の目的に合わせて，「理科の勉強」を

「プログラミングの学習」に変更した． 
Eccles の期待−価値モデルのネガティブな

側面の課題価値に関する尺度として解良・中

谷(2016)の研究が挙げられる．解良・中谷

(2016)は大学生の心理学の授業を対象として

質問紙調査の結果をもとに探索的因子分析を

行い，機会コスト，努力コスト，心理コスト

の３因子を採用した．本原稿では，解良・ 
中谷(2016)の３因子をネガティブな課題価値

に関する尺度として適用することとした．解

良・中谷(2016)の尺度と合わせて，「全くあ

てはまらない（１点）」〜「とてもあてはま

る（７点）」の７件法で測定，合計 11項目と

した（付録１）．質問項目では，本原稿の目

的に合わせて，「心理学の授業」を「プログ

ラミングの学習」に変更した． 
 

3. 結果 

3.1. プログラミング経験と課題の取組み 

プログラミングの経験の有無を図１に示す．

45％が経験ありと回答し，52％がないと回

答した．経験ありと回答した場合，その経験

の内容を確認したところ，高等学校の情報科

の授業と大学の情報教育の授業での経験がほ

とんどを占めた．授業時間以外の１日あたり

の平均の課題の取り組み時間を図２に示す．

最頻値は２時間以上３時間未満の９名であっ

た．毎日６時間以上取り組んだ参加者も１名

いた． 
 

3.2. 成功期待 

コースの事前（M = 4.688，SE = 0.072），
事後（M = 4.925，SE = 0.087）の成功期待

に関する得点尺度の平均値を図３に示す．成

功期待の各項目の平均値は付録として付録１

に示す．事前と事後における成功期待の得点

尺度の差を検証するために対応ありの t 検定
を行った．その結果，成功期待（t (185) =  
2.935，p = 0.004）に関しては，事後の得点

尺度が事前の得点尺度と比較して有意に増加

した． 
 

3.3. ポジティブな側面の課題価値 

実践的利用価値，制度的利用価値，興味価

値，獲得価値の得点尺度の平均値を図４に示

す（実践的利用価値（事前）：M = 4.301，
SE = 0.099，実践的利用価値（事後）：M = 
4.548，SE = 0.066；制度的利用価値（事

前）：M = 4.753，SE = 0.060，制度的利用価

値（事後）：M = 4.807，SE = 0.054； 興味
価値（事前）：M = 4.686，SE = 0.060，興味
価値（事後）：M = 4.750，SE = 0.048；獲得

図１ プログラミング経験 

図２ １日あたりの平均の課題取り組み時間 
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価値（事前）：M = 4.645，SE = 0.066，獲得
価値（事後）：M = 4.645，SE = 0.066）． 
獲得価値以外，得点尺度の平均値は，事前

を事後が上まわる傾向があった．ポジティブ

な側面の課題価値の各項目の平均値は付録と

して付録１に示す． 
事前と事後における成功期待の得点尺度の

差を検証するために対応ありの t 検定を行っ

た．その結果，制度的利用価値（t (92) =  
0.897，p = 0.372），興味価値（t (123) =  
0.97，p = 0.334），獲得価値（t (92) =  0，p 
= 1）では，事前と事後の得点尺度に有意な

差は見られなかった．一方，実践的利用価値

（t (92) =  2.748，p = 0.007）に関しては，

事後の得点尺度が事前の得点尺度と比較して

有意に増加した． 
 
3.4. ネガティブな側面の課題価値 

機会コスト，努力コスト，心理コストの得

点尺度の平均値を図５に示す（機会コスト

（事前）：M = 4.492，SE = 0.129，機会コス

ト（事後）：M = 4.790，SE = 0.146；努力コ

スト（事前）：M = 6.065，SE = 0.094，努力

コスト（事後）：M = 6.234，SE = 0.106； 
心理コスト（事前）：M = 4.323，SE = 0.191，
心理コスト（事後）：M = 3.763，SE = 
0.171）．ネガティブな側面の課題価値の各

項目の平均値は付録として付録１に示す． 
事前と事後における努力コストの得点尺度

の差を検証するために対応ありの t 検定を行

った．その結果，努力コスト（t (123) =  
1.771，p = 0.079）では，事前と事後の得点

尺度に有意な差は見られなかった．一方，機

会コスト（t (123) =  2.035，p = 0.044）は，

事後の得点尺度が事前の得点尺度と比較して

有意に増加した．また心理コスト（t (92) =  
3.278，p = 0.001）は，事後の得点尺度が事

前の得点尺度と比較して有意に減少した． 
 
4. 考察 

結果より，２週間のプログラミングの学習

の前後で，Eccles の期待−価値モデルの成功

期待と課題価値に含まれる項目の両方が有意

に増加していたことが確認できた．期待−価
値モデルに関しては，これまで成功期待と課

題価値の加算的関係に焦点が当てられてきた

が，近年ではその乗算的関係が検証されてい

る(原田・草場 2021)．つまり，加算的関係

であれば，成功期待か課題価値のいずれかの

水準が低くとも，片方が十分に高ければ学習

方略への影響を補償できる (原田・草場

2021)．しかしながら，乗算的関係であれば，

成功期待か課題価値のいずれかの水準が低い

生徒に対して，どちらか一方の動機づけを高

める手立てを行なっても，学習方略を補償で

きるとは限らない(原田・草場 2021)．今回
実施したコースは乗算的関係が成り立つ学習

方略であったといえる． 
まず，成功期待に関する先行研究では，コ

ンピュータサイエンスの導入コースを受講し

た大学生を対象としてプログラミングのスキ

ルに対する自己評価と実際の成績とを比較し，

実際の成績にかかわらず，女子生徒の自己評

価が男子生徒よりも有意に低いことが示され

図３ 成功期待 図４ ポジティブな側面の課題価値 
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て き た (Finlayson 2020, Schindler and 
Müller 2019)．また成功期待は，現在または

今後行う予定の課題について自分がどれだけ

うまくできるかという信念 (解良・中谷

2019)とされる．そのため，失敗した時に恥

ずかしいと感じる心理コストとも関連が深い

ことが想定される．これらの先行研究から，

女子学生の自己効力感を高め，心理コストを

下げるための施策は，情報分野のジェンダー

ギャップ解消に向けた一つの知見になること

が推測される． 
本原稿のブロックプログラミングを使った

アプリの開発，HTML と CSS を使ったポー

トフォリオの作成を通したプログラミングの

学習が成功期待の増加や心理コストの減少に

寄与していたことが示された． 
次に，ポジティブな側面の課題価値に関し

て述べる．事前・事後で有意に増加した実践

的利用価値は，実生活における有用性に関す

る項目である．プログラミングの学習がプロ

グラミングに対する実践的利用価値の増加に

寄与したことが示された．その他の項目であ

る，制度的利用価値，興味価値，獲得価値に

関しては，事前・事後ともに５件法の最も高

い点数（５点）に近い平均値となっていた．

参加者は自発的にコースに応募しており，も

ともとプログラミングに関して高い関心を持

っていた学生達であったため，事前・事後の

差が出にくかったことが示唆される． 
最後に，ネガティブな側面の課題価値に関

して述べる．事前・事後で有意に増加した機

会コストに関しては，価値付けしている別の

課題に使える時間を当該課題に費やすと認識

する項目である(解良・中谷 2019)．図２よ

り，２週間のコース期間中，授業時間以外の

１日あたりの平均の課題の取り組み時間の最

頻値は２時間以上３時間未満であり，多くの

時間を費やしたことがわかる．参加者は，コ

ースの参加によりプログラミングの自己効力

感（成功期待）が増加し，実践的価値をより

感じるようになりつつ，プログラミングを学

ぶために時間や努力も必要であると認識した

ことが示唆される． 
 
5. まとめ 

本原稿では，女子学生によるプログラミン

グの学習がプログラミングへの動機づけにど

のように影響するのかを検討することを目的

に Eccles の期待−価値モデルをもとに，質問

紙調査を行なった．その結果，プログラミン

グの学習により，女子学生のプログラミング

に対する，成功期待，実践的利用価値が有意

に増加し，心理コストが有意に減少した．ま

た機会コストは有意に増加した．コースの参

加により，成功期待と課題価値の両方が増加

したことから，近年検証されている乗算的関

係が成り立つ学習方略であったことが示唆さ

れた．本原稿の限界として，女子学生だけを

対象としたことが挙げられる．そのため，男

子学生との比較ができているわけではない． 
今後は，どのようなコースの要因が成功期

待や課題価値の変化に繋がったのか，男女で

の違いはあるか，さらに調査を行なっていき

たい． 
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付録 

付録１ 期待−価値モデルの各項目の事前・事後の平均 

 ＊は逆転項目であり，数値は反転処理を行った． 
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